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シルバー
ちがさき
シルバー
ちがさき

茅ヶ崎市のイベントを楽しもう！

茅ヶ崎4大イベントの紹介

会場であるサザンビーチちがさき（茅ヶ崎海水浴
場）にて、ステージでのライブやスポーツ体験、地元
飲食店を中心とした出店や手作り商品等の販売も
行われ、毎回多くの人でにぎわうイベント。
湘南祭の始まりは１９９４年４月の第１回からで、大岡
越前祭の一環として翌週の土曜日・日曜日に開催さ
れている。今年度は大人向けのフードコート、物販
のみならず、子供向けのブースとしてちびっこラグ
ビー体験やちびっこプロレス教室などが開かれ、ま
た「ベビーファースト」をスローガンに小さな子供連
れの来場者に対する設備を整えるなど、様々な年代
の人が楽しめるお祭りとなっている。

湘南祭（サザンビーチ）

令和５年度に第４９回を迎えるサザンビーチ花火大
会は、夏の風物詩として大きな賑わいを見せる。
連続で打ちあがる花火「スターマイン」や「水中孔
雀」という海面から打ちあがる花火もあり、海面に
反射して移る花火は見た目にも鮮やかで、他にない
楽しみを与えてく
れる。
また、花火大会と
同様に例年行わ
れているのが花
火大会翌日の海
岸清掃活動であ
り、この活動では
ボランティアとし
ての参加も募集
している。清掃活
動については、参
加予約は不要で
当日サザンビー
チ現地集合となっ
ている。

サザンビーチちがさき花火大会
浜降祭は天保９年（１8３８年）に寒川神社の神輿が相
模川の渡し場を通過する際に争いがあり、川に落ち
て行方不明となってしまったものが、数日後に南湖
の網元が漁の際にこれを発見し、寒川神社へ届けた
ことを契機として、そのお礼のために寒川神社の神
輿が毎年南湖の浜にて禊をするようになったことが
始まりであると言い伝えられている。
例年午前４時に一番神輿が到着し、午前７時ごろに
全ての神輿が揃った後に式典が開始され、それぞれ
の神輿が禊のために浜に降りていく。
例年海の日を予定日としているこの祭り、令和５年
度は７月１７日を予定としている。

浜降祭

徳川幕府８代将軍徳川吉宗公の信認を得て幕府の
各種要職を歴任した大岡越前守忠相公は代々から
の領地であった茅ヶ崎と関係が深く、大岡家墓所が
ある堤の浄見寺は大岡家２代当主が初代当主を慰
霊するために建立したとされる。
ビッグパレードでは江戸時代の大名行列になぞらえ
た越前行列が駅前を練り歩き、その中には応募した
一般市民も参加している。
愛知県岡崎市とは、ともに大岡越前守忠相公に縁の
ある市として、ゆかりのまち協定を締結しており、
今年で提携40周年となるため、様々な行事が予定
されている。

大岡越前祭
（ビッグパレード・墓前祭・駅前コンサート・春の市民まつり）

あ
こ
が
れ
て
し
ま
っ
て
は
超
え
ら
れ
な
い
。

｜ 

大
谷
翔
平
（
プ
ロ
野
球
選
手
）

元
気
の
出
る
一
言



（2）（7）

年
会
費
の
納
入
を
！

ス
マ
ホ
教
室
開
催
し
ま
す
！

事
務
局
だ
よ
り

事
務
局
だ
よ
り

事
務
局
だ
よ
り

事
務
局
だ
よ
り

男 

七
十
五・一
歳

女 

七
十
三・八
歳

合
計 

七
十
五・一
歳

会
　
員
　
数

平
　
均
　
年
　
齢

男
 

七
百
二
十
二
人

女 

二
百
十
一
人

合
計 

九
百
三
十
三
人

令
和
五
年
五
月
現
在

配
分
金
の
時
間
単
価
が

変
わ
り
ま
し
た

　令
和
四
年
度
の
神
奈
川
県
の
最
低
賃

金
の
改
正
を
受
け
、
令
和
五
年
四
月
よ

り
配
分
金
一
時
間
当
た
り
「
一
、
〇
七

一
円
〜
」
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ゴ
ー
ル
ド
会
員
制
度
の
開
始
に
つ
い
て

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

デ
ジ
タ
ル
活
用
の
推
進
に
つ
い
て

　全
国
的
な
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
伴

い
、
今
後
当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、

令
和
五
年
十
月
か
ら

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す

　会
報
八
十
二
号
で
も
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
し
た
が
、
令
和
五
年
十
月
一
日
か

ら
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
（
適
格
請
求
書

等
保
存
方
式
）
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

　イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
影
響
と
し
て
、

会
員
の
皆
様
に
お
支
払
い
し
て
い
る
配

分
金
に
含
ま
れ
る
消
費
税
額
分
に
つ
い

て
の
仕
入
税
額
控
除
が
で
き
な
く
な

り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
新
た

な
経
費
負
担
が
発
生
す
る
こ
と
と
な
り

会
員
登
録
情
報
変
更
の
際
の

連
絡
に
つ
い
て

　緊
急
連
絡
先
・
住
所
・
電
話
番
号
な

ど
の
会
員
登
録
情
報
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
、
必
ず
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

編
集
後
記
　

　
編
集
会
議
の
冒
頭
で
、
さ
て
今
回
の

「
特
集
ペ
ー
ジ
」
は
何
に
し
よ
う
か
？

で
、
い
つ
も
始
ま
り
ま
す
。

　
最
近
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
活
動
制
限
の
緩
和
で
、
い
ろ
い
ろ

な
イ
ベ
ン
ト
が
再
開
さ
れ
る
話
題
が
い

ろ
い
ろ
な
処
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
そ
こ
で
編
集
メ
ン
バ
ー
も
市
内
の
イ

ベ
ン
ト
を
ま
と
め
て
取
り
上
げ
、
シ
ル

バ
ー
の
活
動
項
目
の
一
助
に
し
て
も
ら

う
為
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
是
非
、

見
聞
に
出
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
広
報
委
員
一
同
＆
事
務
局

シ
ル
バ
ー
会
員
の

さ
さ
や
き
Ｂ
Ｏ
Ｘ（
意
見
箱
） 
に
つ
い
て

令
和
五
年
度

定
時
総
会
開
催

　去
る
六
月
八
日
（
木
）
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
、

茅
ヶ
崎
市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
に
て
、
令
和
五
年

度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　当
日
は
六
百
十
一
名
（
議
決
権
行
使
さ
れ
た
方
、

委
任
さ
れ
た
方
を
含
む
）
の
出
席
者
が
あ
り
、
次
の

議
題
を
審
議
し
、
賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
承
認
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　議

　題

（
一
）
報
告
事
項

報
告
第
一
号

　令
和
五
年
度
事
業
計
画

報
告
第
二
号

　令
和
五
年
度
収
支
予
算

報
告
第
三
号

　令
和
五
年
度
資
金
調
達
及
び
設
備

　
　
　
　
　
　投
資
の
見
込
み
に
つ
い
て

報
告
第
四
号

　令
和
四
年
度
収
支
補
正
予
算

（
二
）
協
議
事
項

議
案
第
一
号

　公
益
社
団
法
人
茅
ヶ
崎
市
シ
ル
バ
ー

　
　
　
　
　
　人
材
セ
ン
タ
ー
定
款
の
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
二
号

　公
益
社
団
法
人
茅
ヶ
崎
市
シ
ル
バ
ー

　
　
　
　
　
　人
材
セ
ン
タ
ー
ゴ
ー
ル
ド
会
員
運
用

　
　
　
　
　
　規
程
に
つ
い
て

議
案
第
三
号

　公
益
社
団
法
人
茅
ヶ
崎
市
シ
ル
バ
ー

　
　
　
　
　
　人
材
セ
ン
タ
ー
会
費
規
程
の
一
部
を

　
　
　
　
　
　改
正
す
る
規
程
に
つ
い
て

議
案
第
四
号

　令
和
四
年
度
事
業
報
告
の
承
認

議
案
第
五
号

　令
和
四
年
度
決
算
の
承
認

　監
査
報
告

議
案
第
六
号

　補
欠
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

永
年
功
労
者
の
表
彰

　例
年
、
定
時
総
会
に
お
い
て
正
会
員
と
し
て
多
年

に
わ
た
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
運
営

に
尽
力
さ
れ
た
会
員
の
方
を
、
公
益
社
団
法
人
茅
ヶ

崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
表
彰
規
程
に
よ
り
永

年
功
労
者
と
し
て
表
彰
し
て
お
り
ま
す
が
、
令
和
五

年
度
は
、
次
の
十
六
名
の
正
会
員
の
方
が
永
年
功
労

者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　今
年
度
の
表
彰
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

五
類
感
染
症
へ
の
位
置
づ
け
引
き
下
げ
等
の
状
況
を
踏

ま
え
、
令
和
元
年
度
以
来
の
開
催
と
し
て
茅
ヶ
崎
市
民

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
に
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　永
年
の
セ
ン
タ
ー
事
業
運
営
へ
の
ご
尽
力
に
つ
い

て
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
改
め
ま
し
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　役
員
一
名
の
辞
任
に
伴
い
一
名
が
補
欠
役
員
と
し

て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

理
事

　
　加
島

　力
雄

　セ
ン
タ
ー
事
務
局
窓
口
横
に
「
シ

ル
バ
ー
会
員
の
さ
さ
や
き
Ｂ
Ｏ
Ｘ

（
意
見
箱
）
」
を
設
置
し
て
お
り
ま

す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
提
案
、
ご
意

見
等
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　詳
細
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
Ｈ
Ｐ
会
員
専
用
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
セ
ン
タ
ー
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　ス
マ
ホ
の
使
い
方
な
ど
で
困
っ
て
い
ま
せ

ん
か
？
電
話
よ
り
も
メ
ー
ル
や
ラ
イ
ン
で

連
絡
取
り
た
い
け
ど･･･

　ま
ず
は
、メ
ー
ル
送
受
信
を
習
得
！
そ

し
て
、ラ
イ
ン
の
友
だ
ち
追
加
し
て
連
絡
可

能
に
！

　そ
の
他
、
日
々
抱
え
る
ス
マ
ホ
の
疑
問

な
ど
で
も
、お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。　七

月
と
八
月
毎
週
水
曜
に
午
前
の
回

十
時
〜
十
一
時
三
十
分
、午
後
の
回
一
時

〜
二
時
三
十
分〈
各
回
定
員
五
名
程
〉

ご
参
加
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で
お
電

話
く
だ
さ
い
。

　　　　　　　

  

担
当
う
い
じ

（
敬
称
略
・
会
員
番
号
順
）

令
和
五
年
度

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定
時
総
会
の
様
子

和

　栗

　松

　夫

　
　夏

　目

　
　
　徹

浅

　岡

　幸

　夫

　
　角

　田

　春

　江

金

　子

　勲

　夫

　
　工

　藤

　保

　男

清

　野

　萬

　穂

　
　塚

　本

　正

　晴

鵜

　飼

　
　
　正

　
　遠

　藤

　富
士
子

藤

　村

　秀

　夫

　
　相

　田

　義

　一

遠

　藤

　克

　彦

　
　佐

　藤

　
　
　満

西

　川

　彦
九
郎

　
　山

　口

　武

　司

　

シルバー人材センター　永年功労者表彰安全講習会　実施の様子

　安
全
講
習
会
で
は
、
茅
ヶ
崎
警
察
署
に
よ
る
自
転
車
の

安
全
走
行
に
つ
い
て
の
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　平
地
の
多
い
ま
ち
で
あ
る
茅
ヶ
崎
で
は
、自
転
車
を
利
用

す
る
人
が
多
い
こ
と
か
ら
、自
転
車
の
事
故
も
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。自
転
車
で
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、交
通
ル
ー

ル
を
守
っ
て
運
転
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　自
転
車
は
道
路
交
通
法
上「
軽
車
両
」と
し
て
扱
わ
れ
、

原
則
と
し
て
車
道
を
利
用
す

る
事
や
、歩
道
を
通
行
す
る
際

に
は
歩
行
者
を
優
先
す
る
こ
と

が
大
原
則
で
あ
る
こ
と
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。
自
転
車
の
事
故

の
ほ
と
ん
ど
が
、
交
差
点
で
の

事
故
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交
差

点
で
の
一
時
停
止
や
安
全
確

認
を
徹
底
す
る
こ
と
で
事
故
防

止
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
と
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

安
全
講
習
会
を
実
施

　本
年
四
月
一
日
よ
り
着
任
し
ま
し
た
。

業
務
課
長

　関
本

　敏
明
で
す
。

皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

紹

介

し

ま

す

！
関本　敏明さん

茅
ヶ
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
数・平
均
年
齢

ま
す
。

　制
度
の
施
行
に
よ
っ
て
会
員
の
皆
様

に
新
た
な
対
応
を
お
願
い
す
る
こ
と
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
お
客
様
よ
り
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
を

受
け
た
場
合
に
は
、セ
ン
タ
ー
事
務
局
へ

ご
連
絡
す
る
よ
う
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
を
含
め
た
デ
ジ

タ
ル
活
用
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　詳
し
く
は
会
報
に
同
封
す
る
資
料
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

表紙・背表紙・特集ページ写真提供：萩原　彰さん

連
絡
先

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局

　（
〇
四
六
七
｜
八
五
｜
七
四
二
五
）

第84号　シルバーちがさき 第84号　シルバーちがさき

新
任
役
員
の
紹
介

　令
和
五
年
度
年
会
費
を
ま
だ
納
め
て

い
な
い
方
は
、
早
め
に
事
務
局
窓
口
で

納
め
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
会
費
納
付

書
は
送
付
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
毎
年
四

月
か
ら
六
月
末
ま
で
に
事
務
局
窓
口
で

納
め
て
く
だ
さ
い
。
納
入
が
無
い
場

合
、
就
業
の
ご
案
内
等
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　令
和
五
年
六
月
九
日
よ
り
、
当
セ
ン

タ
ー
で
は
ゴ
ー
ル
ド
会
員
制
度
を
開
始

し
ま
し
た
。
制
度
の
内
容
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　ゴ
ー
ル
ド
会
員
制
度
：
ゴ
ー
ル
ド
会

員
と
は
、
セ
ン
タ
ー
の
正
会
員
の
中

で
、
セ
ン
タ
ー
に
二
年
以
上
在
籍
し
、

加
齢
や
健
康
状
態
等
の
諸
事
情
に
よ
り

就
業
が
困
難
と
な
っ
た
方
が
申
請
す
る

こ
と
で
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　ゴ
ー
ル
ド
会
員
は
通
常
の
就
業
等
は

行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
セ
ン

タ
ー
会
員
と
し
て
地
域
社
会
参
加
活
動

や
同
好
会
活
動
等
に
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
年
度
会
費
は
年
額
五
〇
〇

円
と
な
り
ま
す
。

　詳
細
に
つ
い
て
は
セ
ン
タ
ー
内
掲
示

お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

拍
手
さ
れ
る
よ
り
、
拍
手
す
る
方
が
ず
っ
と
心
が
豊
か
に
な
る
。

｜  

高
倉
健
（
俳
優
）

元
気
の
出
る
一
言

清
き
川
に
清
き
水
は
流
れ
る
。
心
が
美
し
い
人
と
付
き
合
い
た
け
れ
ば
、
ま
ず
自
分
の
心
を
磨
く
こ
と
。

｜  

美
輪
明
宏
（
歌
手
）

元
気
の
出
る
一
言
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図2 仕事ぶりへの
　　　満足度(設問②)

図3 今後の業務発注
　　　への意向(設問③)

令
和
四
年
度

お
客
様
ア
ン
ケ
ー
ト

　
　調
査
結
果
に
つ
い
て

一
　調
査
の
目
的

　セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
発
注
者
の
方
が
次
の

項
目
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
意
識
や
要
望
を

持
っ
て
い
る
か
を
調
査
し
、
今
後
の
セ
ン
タ
ー

運
営
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
し

た
。

﹇
設
問
項
目
﹈

　①
作
業
料
金
に
対
す
る
意
識

　②
仕
事
ぶ
り
へ
の
満
足
度

　③
今
後
の
業
務
発
注
へ
の
意
向

　④
取
り
扱
っ
て
ほ
し
い
職
種

　⑤
そ
の
他
要
望

二

　調
査
方
法

　往
復
ハ
ガ
キ
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
目
的
を

記
し
た
案
内
文
と
、
返
信
に
設
問
項
目
を
記
載

し
、
回
答
欄
に
記
入
し
て
返
信
し
て
も
ら
う
よ

う
発
送
し
ま
し
た
。

三

　対
象
者

　令
和
四
年
十
一
月
、
十
二
月
中
に
、
セ
ン

タ
ー
を
利
用
し
た
公
共
機
関
を
除
く
事
業
者
、

一
般
家
庭
等
を
対
象
と
し
、
そ
の
う
ち
各
業
務

に
設
定
し
た
抽
出
数
と
な
る
よ
う
業
務
ご
と
に

無
作
為
に
五
百
件
を
抽
出
し
ま
し
た
。

　以
上
の
要
領
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
返

信
は
三
〇
四
通
（
回
答
率
六
〇
・
八
パ
ー
セ
ン

ト
）
あ
り
、
次
の
よ
う
な
結
果
と
な
り
ま
し

た
。　料

金
に
関
し
て
は
、
妥
当
と
す
る
回
答
が
六

三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
安
い
・
や
や
安
い
と

す
る
回
答
を
含
め
る
と
八
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
い

う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
仕
事
ぶ
り
へ
の
満
足

度
に
関
し
て
は
、
や
や
満
足
も
含
め
満
足
と
す

る
回
答
が
七
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。
ま
た
、

普
通
と
す
る
回
答
を
含
め
る
と
九
五
パ
ー
セ
ン

ト
を
と
な
り
、
ほ
と
ん
ど
の
お
客
様
が
満
足
か

ら
普
通
と
い
っ
た
評
価
を
し
て
い
ま
す
。

　今
後
の
意
向
に
関
し
て
は
、
全
体
結
果
と
し

て
是
非
依
頼
す
る
と
い
う
回
答
が
八
〇
パ
ー
セ

ン
ト
、
た
ぶ
ん
依
頼
す
る
と
い
う
回
答
が
二
〇

パ
ー
セ
ン
ト
で
合
計
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
と
な

り
、
全
て
の
お
客
様
が
再
度
依
頼
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
る
と
回
答
を
得
ま
し
た
。

　本
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
全
て
の
お
客
様
に
次

回
も
是
非
、
ま
た
は
多
分
依
頼
を
す
る
と
回
答

い
た
だ
き
、
多
く
の
お
客
様
に
ご
満
足
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
一
方
で
、

就
業
内
容
等
の
改
善
に
つ
い
て
の
要
望
も
同
様

に
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
り
満
足
度

を
高
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

　④
、
⑤
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
参
考
に
い
た
し
ま
す
。

図１ 作業料金に
　　　　　　対する意識(設問①)

　令
和
四
年
度
は
、
就
業
途
上

の
傷
害
事
故
が
一
件
、
就
業
中

の
賠
償
事
故
が
四
件
、
就
業
中

の
傷
害
事
故
が
四
件
の
合
計
九

件
の
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　令
和
二
年
度
、
令
和
三
年
度

は
と
も
に
事
故
件
数
が
六
件
と

二
年
連
続
で
十
件
を
下
回
っ
て

お
り
ま
し
た
。

　令
和
四
年
度
に
つ
い
て
は
過

去
二
年
に
比
べ
事
故
件
数
が
増

加
し
、
全
体
で
は
九
件
の
事
故

が
発
生
す
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。　新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
流
行
の
影
響
で
大
き
く
数

を
減
ら
し
て
い
た
受
注
件
数
自
体

の
増
加
に
よ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
が
、
安
全
対
策
に
つ
い
て
再
度

周
知
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　会
員
の
皆
様
も
、
事
故
の
無

い
よ
う
安
全
・
適
正
な
就
業
を

徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。
安
全
管

理
委
員
会
で
は
、
各
現
場
の
巡

回
を
含
め
た
安
全
指
導
を
引
き

続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

令
和
四
年
度
安
全
就
業
標
語
お
よ
び

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
体
験
事
例
募
集
へ
の

ご
応
募
の
御
礼

　令
和
四
年
度
に
募
集
い
た
し
ま
し
た
神
奈
川
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
安
全
就
業
標
語
お
よ
び
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ

ト
体
験
事
例
に
つ
き
ま
し
て
、
総
計
二
十
五
件
の
応
募
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
応
募
い
た
だ
い
た
皆
様
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
作
品
の
中
か
ら
、
会
員
の
太
田
久

仁
生
さ
ん
の
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
体
験
事
例
が
安
全
就
業
表
彰
の

優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
当
セ
ン
タ
ー
で
は
募

集
に
参
加
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
奮
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

　太
田

　久
仁
生
さ
ん

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
体
験
事
例

　道
路
に
面
し
た
作
業
を
除
草
中
に
作
業
者
の
す
ぐ
そ
ば
を

（
約
六
十
〜
七
十
㎝
）
車
が
減
速
せ
ず
通
過
し
た
（
車
が
作

業
者
に
接
触
、
人
身
事
故
発
生
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
）。

こ
の
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
体
験
で
の
反
省
・
注
意
・
改
善

　カ
ラ
ー
コ
ー
ン
を
一
ヶ
所
設
置
し
て
い
た
が
、
設
置
場
所

が
道
の
端
に
寄
り
す
ぎ
て
い
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
注
意
喚

起
が
不
足
し
て
い
た
の
で
は
？

　カ
ラ
ー
コ
ー
ン
を
作
業
者
の
前
後
に
二
ヶ
設
置
、
道
の
端

か
ら
見
や
す
い
場
所
へ
設
置
。

　去
る
六
月
四
日
（
日
）
サ
ザ

ン
ビ
ー
チ
に
お
い
て
、
茅
ヶ
崎

市
等
主
催
の
「
美
化
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
ク
リ
ー
ン
茅
ヶ
崎
」
に

参
加
し
ま
し
た
。

　当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
他
団

体
等
老
若
男
女
、
多
く
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　令
和
五
年
度
は
美
化
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
ク
リ
ー
ン
茅
ヶ
崎
の
追
加

開
催
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
セ
ン

タ
ー
と
し
て
は
来
年
度
以
降
も

参
加
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の

際
に
は
、
セ
ン
タ
ー
よ
り
改
め
て

ご
案
内
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆

様
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　令
和
五
年
六
月
九
日
よ
り
、
当
セ

ン
タ
ー
の
会
費
規
程
の
一
部
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
変
更
内
容
は
新
た
に

創
設
し
た
ゴ
ー
ル
ド
会
員
制
度
の
年

度
会
費
を
五
百
円
と
し
て
設
定
し
、

ま
た
、
一
般
会
員
と
し
て
入
会
し
た

月
が
一
月
か
ら
三

月
ま
で
で
あ
る
場

合
の
当
該
年
度
会

費
に
つ
い
て
は
五

百
円
と
す
る
も
の

で
す
。

社
会
奉
仕

動
活

第84号　シルバーちがさき 第84号　シルバーちがさき
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令
和
四
年
度
事
故
報
告

令和４年度 1 4 4 9

令和３年度 0 3 3 6

令和２年度 1 3 2 6

就業中の賠償事故

就業途上の傷害事故

合計

就業中の傷害事故

就業途上の
傷害

就業中の
賠償

就業中の
傷害

事故合計

9

6

4 4

6

2

3

1 1

33

0

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
費
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ク
リ
ー
ン
茅
ヶ
崎
に
参
加
し
ま
し
た
！

安
全
管
理
委
員
会

令和４年度令和２年度 令和３年度

人
を
信
じ
よ
。
し
か
し
、
そ
の
百
倍
も
自
ら
を
信
じ
よ
。

｜  

手
塚
治
虫
（
漫
画
家
）

元
気
の
出
る
一
言

う
し
ろ
を
ふ
り
向
く
必
要
は
な
い
。
あ
な
た
の
前
に
は
い
く
ら
で
も
道
が
あ
る
の
だ
か
ら
。

｜  
魯
迅
（
小
説
家
・
思
想
家
）

元
気
の
出
る
一
言



　新型コロナウイルス感染症に伴う活動制限について、令和
五年度からはその多くが緩和され、茅ヶ崎市内でも各種イベ
ントが開催予定となっています。新型コロナウイルス感染症
への予防に十分注意したうえで、こういったイベントを覗い
てみてはいかがでしょうか。主なイベントを紹介します！

1月 高南一周駅伝｛1/9（成人の日）：柳島｝①

2月 梅まつり（2/11：高砂緑地）②

3月 ゆる～いご当地キャラパーティin茅ヶ崎
（3/18・19：ラスカ茅ヶ崎）③
つばき祭り｛3月：氷室椿庭園（東海岸南）｝

4月 花まつり｛4/8：成就院（甘沼）｝④
大岡越前祭（4/29～30）☆
※ビックパレード（茅ヶ崎駅前）
　墓前祭｛浄見寺（堤）｝
　駅前コンサート（駅北口デッキ）
　春の市民まつり（市役所前広場）

5月 景能祭｛5/14：円蔵神明大神宮（円蔵）｝⑤
湘南祭（5/27～28：サザンビーチ）☆

7月 浜降祭（7/17：サザンビーチ）☆

8月 サザンビーチちがさき花火大会（8/5：サザンビーチ）☆

9月 市民文化祭（～１１月）
サザンオールスターズ　茅ケ崎ライブ2023
（9/27、9/28、9/30、10/1：茅ケ崎公園野球場）⑥

10月 茅ヶ崎ジャンボリー（10/8：茅ケ崎里山公園）

11月 レインボーフェスティバル（１１月：茅ケ崎里山公園）

12月 湘南国際マラソン（12/3：市内１３４号線）⑦
だるま市｛12/27：第六天神社（十間坂）｝

茅ヶ崎市の年中行事（イベント）一覧
（日付は令和５年のもの）

☆……「茅ヶ崎4大イベントの紹介」については裏表紙へ

（4）（5） 第84号　シルバーちがさき 第84号　シルバーちがさき

特 集

茅ヶ崎のイベントを楽しもう！茅ヶ崎のイベントを楽しもう！

①　高南一周駅伝（1/9）

神奈川県内最古の駅伝大会（昭和14

年から開始）

高南というのはもともと『高座郡の

南部』がコースであったため。

平成31年開催の第81回から会場が柳

島スポーツ公園に変更となった。

②　梅まつり（2/11）

高砂緑地（たかすなりょくち）は、かつ

て付近に砂山があり当時から高砂と呼ば

れていたこと、土地のまとまりを示す小字

（こあざ）が「上高砂下」となっていることが由

来となっている。

緑地内には「松籟庵（しょうらいあん）」

と呼ばれる茶室があり、その前庭には多く

の梅の花が植えられ、例年２月には甘酒の

振る舞いや売店の設置、和太鼓の演奏が行

われる「梅まつり」が開催されている。

③　ゆる～いご当地キャラパーティ（3/18・19）

コロナ禍での中止を挟んだが、

今回で第９回目。関東近辺のご

当地キャラが集まるイベントで

ありステージ・物販・ライブな

どが行われている。

茅ヶ崎からは「えぼし麻呂」が

参加。イベントを盛り上げた。

⑤　景能祭（5/14）

円蔵一帯を統治した大庭景能（かげよし：景義とも）を偲ぶ祭り。令

和５年度は円蔵神明大神宮にて

当時の衣装をまとった武者行

列、座談会、式典が行われ、式

典では演劇も行われた。

大庭景能とは：平安時代後期か

ら鎌倉時代初期の武将で、源頼

朝に仕えた。

草創期の鎌倉幕府において長老

格として重宝され、頼朝の意思決定の補佐を行った。景能が本拠地と

したのが懐島館であり、現在は神明大神宮がある場所であるため、

茅ヶ崎市に縁の深い武将とされている。

⑦　湘南国際マラソン（12/3：市内１３４号線）

平成１９年から開始されたマラソン大会

であり、神奈川県下では横浜

マラソンに次ぐ規模の最大級のマラソン

大会である。

フルマラソン以外にもハーフマラソンや

ファミリーラン等様々なプログラムが開

催されており、自身にあったプログラム

を選んで参加できるため、例年多くの方

が参加する大会となっている。

ボランティアとしての参加や観戦のため

に足を運ぶ人も多く、当日コースは多く

の人でにぎわう。

⑥　サザンオールスターズ　茅ヶ崎ライブ２０２３
　　　（9/27、9/28、9/30、10/1）

茅ヶ崎を代表するアーティストで

ある桑田佳祐が率いるサザンオー

ルスターズは令和５年にデビュー４

５周年を迎え『茅ヶ崎ライブ２０２

３』として９月２７日、２８日、３０日、

１０月１日の４日間のライブを茅ヶ

崎公園野球場にて行うことが発表された。１０年ぶりの茅ヶ崎でのライ

ブ開催として、前回同様多くのファンが訪れることが予想される。

ライブチケットの一般予約はスマートフォンの専用サイトへの会員登

録が必要で、７月１７日から開始予定。

センターが開催するスマホ教室では専用サイトの登録および利用方法

もレクチャー可能。

④　花まつり（4/8）

甘沼の成就院にて開催される子供の成長を願う仏教の伝統行事。灌仏

会（かんぶつえ）とも呼ばれる。釈迦の誕生を祝う行事であり、現代

では様々な草花で飾った花見堂に

安置された仏像に甘茶をかけるこ

とで、一年の健康を同時に祈願す

るものとなっている。当日は甘茶

の振る舞いやキッチンカーの出

店、書道家のライブパフォーマン

ス等も行われた。

方
法
は
見
つ
け
る
。
な
け
れ
ば
作
る
。

｜  

ハ
ン
ニ
バ
ル
（
古
代
カ
ル
タ
ゴ
の
名
将
）

元
気
の
出
る
一
言

私
は
一
度
も
失
敗
し
て
い
な
い
。
う
ま
く
い
か
な
い
一
万
通
り
の
方
法
を
発
見
し
た
の
だ
。

｜  

ト
ー
マ
ス
・
エ
ジ
ソ
ン
（
発
明
家
・
起
業
家
）

元
気
の
出
る
一
言
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図2 仕事ぶりへの
　　　満足度(設問②)

図3 今後の業務発注
　　　への意向(設問③)

令
和
四
年
度

お
客
様
ア
ン
ケ
ー
ト

　
　調
査
結
果
に
つ
い
て

一
　調
査
の
目
的

　セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
発
注
者
の
方
が
次
の

項
目
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
意
識
や
要
望
を

持
っ
て
い
る
か
を
調
査
し
、
今
後
の
セ
ン
タ
ー

運
営
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
し

た
。

﹇
設
問
項
目
﹈

　①
作
業
料
金
に
対
す
る
意
識

　②
仕
事
ぶ
り
へ
の
満
足
度

　③
今
後
の
業
務
発
注
へ
の
意
向

　④
取
り
扱
っ
て
ほ
し
い
職
種

　⑤
そ
の
他
要
望

二

　調
査
方
法

　往
復
ハ
ガ
キ
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
目
的
を

記
し
た
案
内
文
と
、
返
信
に
設
問
項
目
を
記
載

し
、
回
答
欄
に
記
入
し
て
返
信
し
て
も
ら
う
よ

う
発
送
し
ま
し
た
。

三

　対
象
者

　令
和
四
年
十
一
月
、
十
二
月
中
に
、
セ
ン

タ
ー
を
利
用
し
た
公
共
機
関
を
除
く
事
業
者
、

一
般
家
庭
等
を
対
象
と
し
、
そ
の
う
ち
各
業
務

に
設
定
し
た
抽
出
数
と
な
る
よ
う
業
務
ご
と
に

無
作
為
に
五
百
件
を
抽
出
し
ま
し
た
。

　以
上
の
要
領
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
返

信
は
三
〇
四
通
（
回
答
率
六
〇
・
八
パ
ー
セ
ン

ト
）
あ
り
、
次
の
よ
う
な
結
果
と
な
り
ま
し

た
。　料

金
に
関
し
て
は
、
妥
当
と
す
る
回
答
が
六

三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
安
い
・
や
や
安
い
と

す
る
回
答
を
含
め
る
と
八
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
い

う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
仕
事
ぶ
り
へ
の
満
足

度
に
関
し
て
は
、
や
や
満
足
も
含
め
満
足
と
す

る
回
答
が
七
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。
ま
た
、

普
通
と
す
る
回
答
を
含
め
る
と
九
五
パ
ー
セ
ン

ト
を
と
な
り
、
ほ
と
ん
ど
の
お
客
様
が
満
足
か

ら
普
通
と
い
っ
た
評
価
を
し
て
い
ま
す
。

　今
後
の
意
向
に
関
し
て
は
、
全
体
結
果
と
し

て
是
非
依
頼
す
る
と
い
う
回
答
が
八
〇
パ
ー
セ

ン
ト
、
た
ぶ
ん
依
頼
す
る
と
い
う
回
答
が
二
〇

パ
ー
セ
ン
ト
で
合
計
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
と
な

り
、
全
て
の
お
客
様
が
再
度
依
頼
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
る
と
回
答
を
得
ま
し
た
。

　本
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
全
て
の
お
客
様
に
次

回
も
是
非
、
ま
た
は
多
分
依
頼
を
す
る
と
回
答

い
た
だ
き
、
多
く
の
お
客
様
に
ご
満
足
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
一
方
で
、

就
業
内
容
等
の
改
善
に
つ
い
て
の
要
望
も
同
様

に
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
り
満
足
度

を
高
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

　④
、
⑤
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
参
考
に
い
た
し
ま
す
。

図１ 作業料金に
　　　　　　対する意識(設問①)

　令
和
四
年
度
は
、
就
業
途
上

の
傷
害
事
故
が
一
件
、
就
業
中

の
賠
償
事
故
が
四
件
、
就
業
中

の
傷
害
事
故
が
四
件
の
合
計
九

件
の
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　令
和
二
年
度
、
令
和
三
年
度

は
と
も
に
事
故
件
数
が
六
件
と

二
年
連
続
で
十
件
を
下
回
っ
て

お
り
ま
し
た
。

　令
和
四
年
度
に
つ
い
て
は
過

去
二
年
に
比
べ
事
故
件
数
が
増

加
し
、
全
体
で
は
九
件
の
事
故

が
発
生
す
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。　新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
流
行
の
影
響
で
大
き
く
数

を
減
ら
し
て
い
た
受
注
件
数
自
体

の
増
加
に
よ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
が
、
安
全
対
策
に
つ
い
て
再
度

周
知
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　会
員
の
皆
様
も
、
事
故
の
無

い
よ
う
安
全
・
適
正
な
就
業
を

徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。
安
全
管

理
委
員
会
で
は
、
各
現
場
の
巡

回
を
含
め
た
安
全
指
導
を
引
き

続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

令
和
四
年
度
安
全
就
業
標
語
お
よ
び

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
体
験
事
例
募
集
へ
の

ご
応
募
の
御
礼

　令
和
四
年
度
に
募
集
い
た
し
ま
し
た
神
奈
川
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
安
全
就
業
標
語
お
よ
び
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ

ト
体
験
事
例
に
つ
き
ま
し
て
、
総
計
二
十
五
件
の
応
募
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
応
募
い
た
だ
い
た
皆
様
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
作
品
の
中
か
ら
、
会
員
の
太
田
久

仁
生
さ
ん
の
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
体
験
事
例
が
安
全
就
業
表
彰
の

優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
当
セ
ン
タ
ー
で
は
募

集
に
参
加
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
奮
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

　太
田

　久
仁
生
さ
ん

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
体
験
事
例

　道
路
に
面
し
た
作
業
を
除
草
中
に
作
業
者
の
す
ぐ
そ
ば
を

（
約
六
十
〜
七
十
㎝
）
車
が
減
速
せ
ず
通
過
し
た
（
車
が
作

業
者
に
接
触
、
人
身
事
故
発
生
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
）。

こ
の
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
体
験
で
の
反
省
・
注
意
・
改
善

　カ
ラ
ー
コ
ー
ン
を
一
ヶ
所
設
置
し
て
い
た
が
、
設
置
場
所

が
道
の
端
に
寄
り
す
ぎ
て
い
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
注
意
喚

起
が
不
足
し
て
い
た
の
で
は
？

　カ
ラ
ー
コ
ー
ン
を
作
業
者
の
前
後
に
二
ヶ
設
置
、
道
の
端

か
ら
見
や
す
い
場
所
へ
設
置
。

　去
る
六
月
四
日
（
日
）
サ
ザ

ン
ビ
ー
チ
に
お
い
て
、
茅
ヶ
崎

市
等
主
催
の
「
美
化
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
ク
リ
ー
ン
茅
ヶ
崎
」
に

参
加
し
ま
し
た
。

　当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
他
団

体
等
老
若
男
女
、
多
く
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　令
和
五
年
度
は
美
化
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
ク
リ
ー
ン
茅
ヶ
崎
の
追
加

開
催
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
セ
ン

タ
ー
と
し
て
は
来
年
度
以
降
も

参
加
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の

際
に
は
、
セ
ン
タ
ー
よ
り
改
め
て

ご
案
内
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆

様
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　令
和
五
年
六
月
九
日
よ
り
、
当
セ

ン
タ
ー
の
会
費
規
程
の
一
部
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
変
更
内
容
は
新
た
に

創
設
し
た
ゴ
ー
ル
ド
会
員
制
度
の
年

度
会
費
を
五
百
円
と
し
て
設
定
し
、

ま
た
、
一
般
会
員
と
し
て
入
会
し
た

月
が
一
月
か
ら
三

月
ま
で
で
あ
る
場

合
の
当
該
年
度
会

費
に
つ
い
て
は
五

百
円
と
す
る
も
の

で
す
。

社
会
奉
仕

動
活

第84号　シルバーちがさき 第84号　シルバーちがさき

56%
80%

20%

10%

20%

19%

4%

14%

63%

13%

安い
やや安い
妥当

やや高い満足
やや満足
普通

やや不満
不満

是非依頼
たぶん依頼
依頼しない

令
和
四
年
度
事
故
報
告

令和４年度 1 4 4 9

令和３年度 0 3 3 6

令和２年度 1 3 2 6

就業中の賠償事故

就業途上の傷害事故

合計

就業中の傷害事故

就業途上の
傷害

就業中の
賠償

就業中の
傷害

事故合計

9

6

4 4

6

2

3

1 1

33

0

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
費
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ク
リ
ー
ン
茅
ヶ
崎
に
参
加
し
ま
し
た
！

安
全
管
理
委
員
会

令和４年度令和２年度 令和３年度

人
を
信
じ
よ
。
し
か
し
、
そ
の
百
倍
も
自
ら
を
信
じ
よ
。

｜  

手
塚
治
虫
（
漫
画
家
）

元
気
の
出
る
一
言

う
し
ろ
を
ふ
り
向
く
必
要
は
な
い
。
あ
な
た
の
前
に
は
い
く
ら
で
も
道
が
あ
る
の
だ
か
ら
。

｜  

魯
迅
（
小
説
家
・
思
想
家
）

元
気
の
出
る
一
言
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年
会
費
の
納
入
を
！

ス
マ
ホ
教
室
開
催
し
ま
す
！

事
務
局
だ
よ
り

事
務
局
だ
よ
り

事
務
局
だ
よ
り

事
務
局
だ
よ
り

男 

七
十
五・一
歳

女 

七
十
三・八
歳

合
計 

七
十
五・一
歳

会
　
員
　
数

平
　
均
　
年
　
齢

男
 

七
百
二
十
二
人

女 

二
百
十
一
人

合
計 

九
百
三
十
三
人

令
和
五
年
五
月
現
在

配
分
金
の
時
間
単
価
が

変
わ
り
ま
し
た

　令
和
四
年
度
の
神
奈
川
県
の
最
低
賃

金
の
改
正
を
受
け
、
令
和
五
年
四
月
よ

り
配
分
金
一
時
間
当
た
り
「
一
、
〇
七

一
円
〜
」
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ゴ
ー
ル
ド
会
員
制
度
の
開
始
に
つ
い
て

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

デ
ジ
タ
ル
活
用
の
推
進
に
つ
い
て

　全
国
的
な
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
伴

い
、
今
後
当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、

令
和
五
年
十
月
か
ら

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す

　会
報
八
十
二
号
で
も
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
し
た
が
、
令
和
五
年
十
月
一
日
か

ら
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
（
適
格
請
求
書

等
保
存
方
式
）
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

　イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
影
響
と
し
て
、

会
員
の
皆
様
に
お
支
払
い
し
て
い
る
配

分
金
に
含
ま
れ
る
消
費
税
額
分
に
つ
い

て
の
仕
入
税
額
控
除
が
で
き
な
く
な

り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
新
た

な
経
費
負
担
が
発
生
す
る
こ
と
と
な
り

会
員
登
録
情
報
変
更
の
際
の

連
絡
に
つ
い
て

　緊
急
連
絡
先
・
住
所
・
電
話
番
号
な

ど
の
会
員
登
録
情
報
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
、
必
ず
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

編
集
後
記
　

　
編
集
会
議
の
冒
頭
で
、
さ
て
今
回
の

「
特
集
ペ
ー
ジ
」
は
何
に
し
よ
う
か
？

で
、
い
つ
も
始
ま
り
ま
す
。

　
最
近
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
活
動
制
限
の
緩
和
で
、
い
ろ
い
ろ

な
イ
ベ
ン
ト
が
再
開
さ
れ
る
話
題
が
い

ろ
い
ろ
な
処
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
そ
こ
で
編
集
メ
ン
バ
ー
も
市
内
の
イ

ベ
ン
ト
を
ま
と
め
て
取
り
上
げ
、
シ
ル

バ
ー
の
活
動
項
目
の
一
助
に
し
て
も
ら

う
為
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
是
非
、

見
聞
に
出
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
広
報
委
員
一
同
＆
事
務
局

シ
ル
バ
ー
会
員
の

さ
さ
や
き
Ｂ
Ｏ
Ｘ（
意
見
箱
） 

に
つ
い
て

令
和
五
年
度

定
時
総
会
開
催

　去
る
六
月
八
日
（
木
）
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
、

茅
ヶ
崎
市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
に
て
、
令
和
五
年

度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　当
日
は
六
百
十
一
名
（
議
決
権
行
使
さ
れ
た
方
、

委
任
さ
れ
た
方
を
含
む
）
の
出
席
者
が
あ
り
、
次
の

議
題
を
審
議
し
、
賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
承
認
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　議

　題

（
一
）
報
告
事
項

報
告
第
一
号

　令
和
五
年
度
事
業
計
画

報
告
第
二
号

　令
和
五
年
度
収
支
予
算

報
告
第
三
号

　令
和
五
年
度
資
金
調
達
及
び
設
備

　
　
　
　
　
　投
資
の
見
込
み
に
つ
い
て

報
告
第
四
号

　令
和
四
年
度
収
支
補
正
予
算

（
二
）
協
議
事
項

議
案
第
一
号

　公
益
社
団
法
人
茅
ヶ
崎
市
シ
ル
バ
ー

　
　
　
　
　
　人
材
セ
ン
タ
ー
定
款
の
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
二
号

　公
益
社
団
法
人
茅
ヶ
崎
市
シ
ル
バ
ー

　
　
　
　
　
　人
材
セ
ン
タ
ー
ゴ
ー
ル
ド
会
員
運
用

　
　
　
　
　
　規
程
に
つ
い
て

議
案
第
三
号

　公
益
社
団
法
人
茅
ヶ
崎
市
シ
ル
バ
ー

　
　
　
　
　
　人
材
セ
ン
タ
ー
会
費
規
程
の
一
部
を

　
　
　
　
　
　改
正
す
る
規
程
に
つ
い
て

議
案
第
四
号

　令
和
四
年
度
事
業
報
告
の
承
認

議
案
第
五
号

　令
和
四
年
度
決
算
の
承
認

　監
査
報
告

議
案
第
六
号

　補
欠
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

永
年
功
労
者
の
表
彰

　例
年
、
定
時
総
会
に
お
い
て
正
会
員
と
し
て
多
年

に
わ
た
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
運
営

に
尽
力
さ
れ
た
会
員
の
方
を
、
公
益
社
団
法
人
茅
ヶ

崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
表
彰
規
程
に
よ
り
永

年
功
労
者
と
し
て
表
彰
し
て
お
り
ま
す
が
、
令
和
五

年
度
は
、
次
の
十
六
名
の
正
会
員
の
方
が
永
年
功
労

者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　今
年
度
の
表
彰
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

五
類
感
染
症
へ
の
位
置
づ
け
引
き
下
げ
等
の
状
況
を
踏

ま
え
、
令
和
元
年
度
以
来
の
開
催
と
し
て
茅
ヶ
崎
市
民

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
に
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　永
年
の
セ
ン
タ
ー
事
業
運
営
へ
の
ご
尽
力
に
つ
い

て
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
改
め
ま
し
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　役
員
一
名
の
辞
任
に
伴
い
一
名
が
補
欠
役
員
と
し

て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

理
事

　
　加
島

　力
雄

　セ
ン
タ
ー
事
務
局
窓
口
横
に
「
シ

ル
バ
ー
会
員
の
さ
さ
や
き
Ｂ
Ｏ
Ｘ

（
意
見
箱
）
」
を
設
置
し
て
お
り
ま

す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
提
案
、
ご
意

見
等
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　詳
細
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
Ｈ
Ｐ
会
員
専
用
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
セ
ン
タ
ー
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　ス
マ
ホ
の
使
い
方
な
ど
で
困
っ
て
い
ま
せ

ん
か
？
電
話
よ
り
も
メ
ー
ル
や
ラ
イ
ン
で

連
絡
取
り
た
い
け
ど･･･

　ま
ず
は
、メ
ー
ル
送
受
信
を
習
得
！
そ

し
て
、ラ
イ
ン
の
友
だ
ち
追
加
し
て
連
絡
可

能
に
！

　そ
の
他
、
日
々
抱
え
る
ス
マ
ホ
の
疑
問

な
ど
で
も
、お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。　七

月
と
八
月
毎
週
水
曜
に
午
前
の
回

十
時
〜
十
一
時
三
十
分
、午
後
の
回
一
時

〜
二
時
三
十
分〈
各
回
定
員
五
名
程
〉

ご
参
加
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で
お
電

話
く
だ
さ
い
。

　　　　　　　

  

担
当
う
い
じ

（
敬
称
略
・
会
員
番
号
順
）

令
和
五
年
度

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定
時
総
会
の
様
子

和

　栗

　松

　夫

　
　夏

　目

　
　
　徹

浅

　岡

　幸

　夫

　
　角

　田

　春

　江

金

　子

　勲

　夫

　
　工

　藤

　保

　男

清

　野

　萬

　穂

　
　塚

　本

　正

　晴

鵜

　飼

　
　
　正

　
　遠

　藤

　富
士
子

藤

　村

　秀

　夫

　
　相

　田

　義

　一

遠

　藤

　克

　彦

　
　佐

　藤

　
　
　満

西

　川

　彦
九
郎

　
　山

　口

　武

　司

　

シルバー人材センター　永年功労者表彰安全講習会　実施の様子

　安
全
講
習
会
で
は
、
茅
ヶ
崎
警
察
署
に
よ
る
自
転
車
の

安
全
走
行
に
つ
い
て
の
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　平
地
の
多
い
ま
ち
で
あ
る
茅
ヶ
崎
で
は
、自
転
車
を
利
用

す
る
人
が
多
い
こ
と
か
ら
、自
転
車
の
事
故
も
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。自
転
車
で
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
は
、交
通
ル
ー

ル
を
守
っ
て
運
転
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　自
転
車
は
道
路
交
通
法
上「
軽
車
両
」と
し
て
扱
わ
れ
、

原
則
と
し
て
車
道
を
利
用
す

る
事
や
、歩
道
を
通
行
す
る
際

に
は
歩
行
者
を
優
先
す
る
こ
と

が
大
原
則
で
あ
る
こ
と
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。
自
転
車
の
事
故

の
ほ
と
ん
ど
が
、
交
差
点
で
の

事
故
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交
差

点
で
の
一
時
停
止
や
安
全
確

認
を
徹
底
す
る
こ
と
で
事
故
防

止
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
と
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

安
全
講
習
会
を
実
施

　本
年
四
月
一
日
よ
り
着
任
し
ま
し
た
。

業
務
課
長

　関
本

　敏
明
で
す
。

皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

紹

介

し

ま

す

！
関本　敏明さん

茅
ヶ
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
数・平
均
年
齢

ま
す
。

　制
度
の
施
行
に
よ
っ
て
会
員
の
皆
様

に
新
た
な
対
応
を
お
願
い
す
る
こ
と
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
お
客
様
よ
り
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
を

受
け
た
場
合
に
は
、セ
ン
タ
ー
事
務
局
へ

ご
連
絡
す
る
よ
う
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
を
含
め
た
デ
ジ

タ
ル
活
用
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　詳
し
く
は
会
報
に
同
封
す
る
資
料
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

表紙・背表紙・特集ページ写真提供：萩原　彰さん

連
絡
先

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局

　（
〇
四
六
七
｜
八
五
｜
七
四
二
五
）
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新
任
役
員
の
紹
介

　令
和
五
年
度
年
会
費
を
ま
だ
納
め
て

い
な
い
方
は
、
早
め
に
事
務
局
窓
口
で

納
め
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
会
費
納
付

書
は
送
付
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
毎
年
四

月
か
ら
六
月
末
ま
で
に
事
務
局
窓
口
で

納
め
て
く
だ
さ
い
。
納
入
が
無
い
場

合
、
就
業
の
ご
案
内
等
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　令
和
五
年
六
月
九
日
よ
り
、
当
セ
ン

タ
ー
で
は
ゴ
ー
ル
ド
会
員
制
度
を
開
始

し
ま
し
た
。
制
度
の
内
容
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　ゴ
ー
ル
ド
会
員
制
度
：
ゴ
ー
ル
ド
会

員
と
は
、
セ
ン
タ
ー
の
正
会
員
の
中

で
、
セ
ン
タ
ー
に
二
年
以
上
在
籍
し
、

加
齢
や
健
康
状
態
等
の
諸
事
情
に
よ
り

就
業
が
困
難
と
な
っ
た
方
が
申
請
す
る

こ
と
で
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　ゴ
ー
ル
ド
会
員
は
通
常
の
就
業
等
は

行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
セ
ン

タ
ー
会
員
と
し
て
地
域
社
会
参
加
活
動

や
同
好
会
活
動
等
に
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
年
度
会
費
は
年
額
五
〇
〇

円
と
な
り
ま
す
。

　詳
細
に
つ
い
て
は
セ
ン
タ
ー
内
掲
示

お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

拍
手
さ
れ
る
よ
り
、
拍
手
す
る
方
が
ず
っ
と
心
が
豊
か
に
な
る
。

｜  

高
倉
健
（
俳
優
）

元
気
の
出
る
一
言

清
き
川
に
清
き
水
は
流
れ
る
。
心
が
美
し
い
人
と
付
き
合
い
た
け
れ
ば
、
ま
ず
自
分
の
心
を
磨
く
こ
と
。

｜  

美
輪
明
宏
（
歌
手
）

元
気
の
出
る
一
言
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茅ヶ崎市のイベントを楽しもう！

茅ヶ崎4大イベントの紹介

会場であるサザンビーチちがさき（茅ヶ崎海水浴
場）にて、ステージでのライブやスポーツ体験、地元
飲食店を中心とした出店や手作り商品等の販売も
行われ、毎回多くの人でにぎわうイベント。
湘南祭の始まりは１９９４年４月の第１回からで、大岡
越前祭の一環として翌週の土曜日・日曜日に開催さ
れている。今年度は大人向けのフードコート、物販
のみならず、子供向けのブースとしてちびっこラグ
ビー体験やちびっこプロレス教室などが開かれ、ま
た「ベビーファースト」をスローガンに小さな子供連
れの来場者に対する設備を整えるなど、様々な年代
の人が楽しめるお祭りとなっている。

湘南祭（サザンビーチ）

令和５年度に第４９回を迎えるサザンビーチ花火大
会は、夏の風物詩として大きな賑わいを見せる。
連続で打ちあがる花火「スターマイン」や「水中孔
雀」という海面から打ちあがる花火もあり、海面に
反射して移る花火は見た目にも鮮やかで、他にない
楽しみを与えてく
れる。
また、花火大会と
同様に例年行わ
れているのが花
火大会翌日の海
岸清掃活動であ
り、この活動では
ボランティアとし
ての参加も募集
している。清掃活
動については、参
加予約は不要で
当日サザンビー
チ現地集合となっ
ている。

サザンビーチちがさき花火大会
浜降祭は天保９年（１8３８年）に寒川神社の神輿が相
模川の渡し場を通過する際に争いがあり、川に落ち
て行方不明となってしまったものが、数日後に南湖
の網元が漁の際にこれを発見し、寒川神社へ届けた
ことを契機として、そのお礼のために寒川神社の神
輿が毎年南湖の浜にて禊をするようになったことが
始まりであると言い伝えられている。
例年午前４時に一番神輿が到着し、午前７時ごろに
全ての神輿が揃った後に式典が開始され、それぞれ
の神輿が禊のために浜に降りていく。
例年海の日を予定日としているこの祭り、令和５年
度は７月１７日を予定としている。

浜降祭

徳川幕府８代将軍徳川吉宗公の信認を得て幕府の
各種要職を歴任した大岡越前守忠相公は代々から
の領地であった茅ヶ崎と関係が深く、大岡家墓所が
ある堤の浄見寺は大岡家２代当主が初代当主を慰
霊するために建立したとされる。
ビッグパレードでは江戸時代の大名行列になぞらえ
た越前行列が駅前を練り歩き、その中には応募した
一般市民も参加している。
愛知県岡崎市とは、ともに大岡越前守忠相公に縁の
ある市として、ゆかりのまち協定を締結しており、
今年で提携40周年となるため、様々な行事が予定
されている。

大岡越前祭
（ビッグパレード・墓前祭・駅前コンサート・春の市民まつり）

あ
こ
が
れ
て
し
ま
っ
て
は
超
え
ら
れ
な
い
。

｜ 

大
谷
翔
平
（
プ
ロ
野
球
選
手
）

元
気
の
出
る
一
言


